
いちごスマート農業講習会を開催！ 

農の普及課は、ハウス内温・湿度などの栽培環境や生育状況をスマート機器

の活用で「見える化」することにより、最適な栽培管理の実現に取り組んでいま

す。 

今年度、農の普及課と管内いちご生産者９戸は、栽培終了後の7月15日、ス

マート機器で取得した環境・生育データに基づいた栽培の“振り返り”を行い、

農の普及課は、府内他地域で先進的にスマート技術を導入している生産者や

農業資材メーカーの協力を得ながら、栽培管理の基礎知識や具体的な管理に

ついて、説明しました。 

参加者からは「環境制御の考え方が参考になった」「先進農家から具体的な

話が聞けて良かった」などの感

想が聞かれました。 

今後も農の普及課は、データ

を活用した栽培管理の指導を

通じて、いちご生産者の経営改

善を支援していきます。 
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大阪府 

大阪・関西万博で大阪産（もん）をPRしました！ 

7月28日に大阪・関西万博「EXPOメッセ」で開催された大阪ウィーク（夏）に八尾市と柏原市が出展し、大阪産（も

ん）をPRしました。八尾市出展ブース「甘い！うまい！八尾えだまめ」では、特産品の「八尾えだまめ」と「八尾えだま

め」を活かした料理や、えだまめには欠かせない生ビールを販売し、多くの来場者でにぎわいました。用意した数多く

の関連商品は大好評につき、あっという間に売り切れとなりました。 

柏原市出展ブースでは、柏原ぶどうの鉢植えやワイン展示のほか、柏原市のぶどう生産者がステージに登壇し、来

場者に大阪オリジナルぶどう品種「虹の雫」の魅力を、熱く語りました。 

8月4日は、「大阪産（もん）を食べて元気になろう！～大阪産（もん）のおいしい食べ方・楽しみ方～」で大阪ぶどう

を紹介するステージイベントとして、ぶどう畑からの生中継や「虹の雫」

の生産者インタビュー、さらには虹の雫の試食券が当たるぶどうクイ

ズ、ビンゴ大会などを行いました。イベントは、虹の雫を求めて、長蛇の

列ができるなど、大人から子どもまで、たいへんな盛り上がりとなり、

５５年ぶりとなる今回の大阪・関西万博は、全国に大阪産（もん）の魅力

を知らしめる貴重な機会となりました！ 

中部管内農業祭等イベント情報！ 

スポットワーカー活用講習会を開催！ 

製造業や接客業などでは、全国的に人手不足を補うため、スポットワーカー

の活用が進んでいます。スポットワーカーとは、短時間の仕事を自分の都合に

合わせて働く労働者のことで、雇用側は必要最低限の人員が確保できるた

め、多忙時の人手不足解消や雇用コスト削減といったメリットがあります。最

近では仲介業者により、スポットワーカーの募集から採用、賃金の支払いまで

が簡単にできるようになり、農業分野でも導入されつつあります。 

そこで、農の普及課では８月22日に大阪産業局、株式会社タイミー、農政

室、大阪みどり公社、大阪農業会議と連帯し、「農家のためのスポットワーカー

講習会」を開催しました。講習会では、スポットワーカーの仕組みや活用方法の

説明の他、収穫・調整の人手が足らず、やむ

なく廃棄していた農産物が販売できるよう

になったなど、スポットワーカー活用事例の

報告もありました。 

 皆様もスポットワーカーで、人手を確保

し、農業所得を向上させませんか？スポット

ワーカーについては、農の普及課までお問

い合わせください。 
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